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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】駆動電源を焼損することなく、駆動電源を容易
に取り換える又は修理することができる照明器具を提供
する。
【解決手段】照明器具は、ハウジング２０と、該ハウジ
ングに回転可能に連結されるカバー体３０とを備える。
前記ハウジングの一端の内部には、駆動電源２１及び接
続部品２２が設けられ、前記駆動電源は前記接続部品を
介して外部電源に接続され、前記接続部品は、互いに連
接され且つ分離可能であるプラグ及びソケットを備え、
前記カバー体における前記ハウジングの前記一端から離
れる他端に対応する箇所には、光源３１が装着され、前
記光源と前記駆動電源は間隔を隔てて互いにずらして設
けられており、前記駆動電源は、前記光源に電気的に接
続され且つ外部電源を前記光源に必要な電源に変換して
、前記光源を駆動させて発光させる。
【選択図】図２
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　ハウジングと、該ハウジングに回転可能に連結されるカバー体と、を備える照明器具で
あって、前記ハウジングの一端の内部には、駆動電源及び接続部品が設けられ、前記駆動
電源は前記接続部品を介して外部電源に接続され、前記接続部品は、互いに連接され且つ
分離可能であるプラグ及びソケットを備え、
　前記カバー体における前記ハウジングの前記一端から離れる他端に対応する箇所には、
光源が装着され、前記光源及び前記駆動電源は、間隔を隔てて互いにずらして設けられて
おり、前記駆動電源は、前記光源に電気的に接続され、且つ外部電源を前記光源に必要な
電源に変換して、前記光源を駆動させて発光させることを特徴とする照明器具。
【請求項２】
　前記プラグは前記駆動電源に電気的に接続され、前記ソケットは導線を介して外部電源
に電気的に接続されることを特徴とする請求項１に記載の照明器具。
【請求項３】
　前記ハウジングの前記他端には、前記カバー体に面する凹陥部が設けられ、
　前記カバー体には、前記ハウジングの凹陥部に対応して収容部が設けられ、
　前記光源は前記収容部に装着されることを特徴とする請求項１又は２に記載の照明器具
。
【請求項４】
　前記収容部の外側には、前記光源を被覆している透明なシェード部が設けられているこ
とを特徴とする請求項３に記載の照明器具。
【請求項５】
　前記光源は、ＬＥＤ光源であり、且つ基板と該基板に設けられる複数のＬＥＤ素子とを
備えることを特徴とする請求項１から４のいずれか一項に記載の照明器具。
【請求項６】
　前記シェード部及び前記光源はいずれも防水構造を有する材料からなり、
　前記シェード部の各々のＬＥＤ素子の光線出射位置に対応する箇所には、レンズが設け
られており、
　前記レンズは前記ＬＥＤ素子の出射光の照射パターンを調節し、前記レンズの表面には
前記ＬＥＤ素子の出射光の色温度を調節するための膜層がさらにコーティングされている
ことを特徴とする請求項５に記載の照明器具。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、照明器具に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の構造を有し且つ駆動電源を内蔵した照明器具において、駆動電源は光源付近に設
けられている。従って、駆動電源は、照明器具の使用時間に伴い、光源が放出した熱量を
長時間受けて加熱されてしまう。その結果、焼損などによって、その照明器具の使用寿命
は短くなってしまう。
【０００３】
　近年のＬＥＤ素子は使用寿命が長く、安全で且つ省エネルギーなどの利点を有すること
から、照明器具として幅広く用いられている。しかしながら、ＬＥＤ素子が放出する熱量
は大きく、その熱量を従来の照明器具（例えばＬＥＤ街灯）に使用した場合、ＬＥＤ素子
の使用寿命は照明器具の駆動電源の使用寿命に比べて遥かに長い。従って、先に前記照明
器具の駆動電源が故障して、該駆動電源を取り換える又は修理する際、ＬＥＤ素子を壊さ
ずに駆動電源を着脱することは、非常に不便である。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
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【０００４】
　本考案は、従来の問題点に鑑みてなされたものであり、駆動電源を焼損することなく、
駆動電源を容易に取り換える又は修理することができる照明器具を提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記の課題を解決するために、本考案に係る照明器具は、ハウジングと、該ハウジング
に回転可能に連結されるカバー体とを備える。前記ハウジングの一端の内部には駆動電源
及び接続部品が設けられ、前記駆動電源は前記接続部品を介して外部電源に接続され、前
記接続部品は、互いに連接され且つ分離可能であるプラグ及びソケットを備え、前記カバ
ー体における前記ハウジングの前記一端から離れる他端に対応する箇所には、光源が装着
され、前記光源と前記駆動電源は間隔を隔てて互いにずらして設けられており、前記駆動
電源は、前記光源に電気的に接続され且つ外部電源を前記光源に必要な電源に変換して、
前記光源を駆動させて発光させる。
【考案の効果】
【０００６】
　従来の技術と異なり、本考案に照明器具は、光源と駆動電源とを間隔を隔てて互いにず
らして設置する。これにより、電子部品を熱源から分離できるため、駆動電源の使用寿命
を延ばすことができる。また、本考案は、相互に連接され、且つ分離可能であるプラグ及
びソケットを用いて、これらを駆動電源及び外部電源にそれぞれ電気的に接続させるので
、照明器具を修理することが容易である。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本考案の第一実施形態に係る照明器具の分解図である。
【図２】本考案の第二実施形態に係る照明器具の分解図である。
【考案を実施するための形態】
【０００８】
　図１に示すように、本考案に係る照明器具１００は、発光本体部１０及び灯具支柱４０
を備える。発光本体部１０は、ハウジング２０と、該ハウジング２０に回転可能に連結さ
れるカバー体３０と、を備える。カバー体３０は、ハウジング２０に対して開閉すること
ができる。灯具支柱４０は、ハウジング２０の一端に連接されている。本実施形態におい
て、照明器具１００はＬＥＤ素子を光源とする街灯である。
【０００９】
　ハウジング２０における灯具支柱４０から離れる一端の上面には、凹陥部２０１がカバ
ー体３０に対向して設けられている。また、ハウジング２０の一端の内部には、駆動電源
２１及び接続部品２２が凹陥部２０１の中央部から離れて設けられている。該駆動電源２
１は、該接続部品２２を介して外部電源（図示せず）に接続される。該接続部品２２は、
互いに連接され且つ互いに分離可能であるプラグ２２１及びソケット２２２を備える。プ
ラグ２２１は駆動電源２１に電気的に接続され、ソケット２２２は導線５１を介して外部
電源に電気的に接続される。本実施形態において、プラグ２２１は標準のＥ２７型番或い
はＥ４０型番の発光本体部を採用する。
【００１０】
　カバー体３０のハウジング２０に対向する表面には、収容部３０１が凹陥部２０１に対
応して設けられている。また、収容部３０１の外側には、透明なシェード部３２が設けら
れており、収容部３０１の内部には光源３１が設けられている。発光本体部１０が閉じら
れた（即ち、カバー体３０とハウジング２０とが重なる状態）後、光源３１は駆動電源２
１と所定の間隔を置いて相互にずれて位置する。本実施形態において、光源３１は、基板
３１１と、該基板３１１に設けられた複数のＬＥＤ素子３１２とを備える。駆動電源２１
は、導線５２を介して光源３１に電気的に接続されており、且つ外部電源をＬＥＤ素子３
１２に必要な低圧直流電源に変換して、該ＬＥＤ素子３１２を駆動させて発光させる。
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【００１１】
　図２を参照すると、本考案の第二実施形態において、シェード部３３及び光源３１は、
いずれも防水構造を有する材料からなる。また、シェード部３３のＬＥＤ素子３１２の光
線出射位置に対応する箇所には、レンズ３３１が設けられている。レンズ３３１は、ＬＥ
Ｄ素子３１２の出射光の照射パターンを調節するために用いられる。つまり、レンズ３３
１によって、光源３１の光出射角度を調節することができる。さらに、レンズ３３１の表
面には、ＬＥＤ素子３１２の出射光の色温度を調節するための膜層がコーティングされて
いる。この膜層によって、本考案の照明器具１００’は既存の高圧ナトリウムランプの色
温度の標準範囲に達し、従来の高圧ナトリウムランプに代替することができる。
【００１２】
　また、カバー体３０の周縁部には、複数の係止フック３４がさらに設けられている。こ
れに対応して、ハウジング２０の一端の上面には、係止フック３４と組み合せる係合凹溝
（図示せず）が設けられており、カバー体３０とハウジング２０とを一体に固定してもよ
い。
【００１３】
　上記の実施形態によれば、本考案の発光本体部１０は、光源と駆動電源とを間隔を隔て
て互いにずらして設置する。これにより、電子部品を熱源から分離できるため、駆動電源
２１の使用寿命を延ばすことができる。また、本考案は、相互に連接され且つ分離可能で
あるプラグ及びソケットを用いて、これらを駆動電源２１及び外部電源にそれぞれ電気的
に接続させるので、照明器具を修理することが容易である。
【００１４】
　以上、本考案の好適な実施形態について詳細に説明したが、本考案は前記実施形態に限
定されるものではなく、本考案の範囲内で種々の変形又は改良が可能であり、該変形又は
改良も、本考案の特許請求の範囲内に含まれることであるのは、いうまでもない。
【符号の説明】
【００１５】
　１０　　発光本体部
　２０　　ハウジング
　２１　　駆動電源
　２２　　接続部品
　３０　　カバー体
　３１　　光源
　３２、３３　　シェード部
　３４　　係止フック
　４０　　灯具支柱
　５１、５２　　導線
　１００、１００’　　照明器具
　２０１　　凹陥部
　２２１　　プラグ
　２２２　　ソケット
　３０１　　収容部
　３１１　　基板
　３１２　　ＬＥＤ素子
　３３１　　レンズ
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